
・郊外団地の⼈⼝減少（１万⼈が半数以下）と⾼齢化の進展
・団地内の買い物・医療施設が少なく、⾃家⽤⾞がないと⽣活が成
り⽴たない状況

事業実施主体
【共創プラットフォーム】⼗勝圏公共交通共創プラットフォーム
【運送事業主体】 ⼗勝バス（バス事業）
【共創パートナー】 なまら⼗勝野（野菜卸業）

⼗勝ヘルスケアクリニック（医療）等

＜事業実施区域＞

＜事業スキーム＞

・バス乗⾞を⽬的としない住⺠も含めバスターミナルに賑わいを創出
し、⼈流を⽣み出し、結節点としての機能を強化するため、⼗勝バ
スが団地内で運営する店舗を活⽤し、バスターミナルとして整備・運
営。
・ 「にぎわいターミナル」では、なまら⼗勝野が⽣産する地場農産品の
販売（⼗勝バスの⾞両に混載して輸送）や、⼗勝ヘルスケアクリ
ニックによる簡易健康相談サービスの提供等を⾏い、⼈が集まる場
として賑わいを創出。

・令和6年度のにぎわいターミナルの本格実装に向けた新たな実証や、
本格実装時の資⾦調達⽅法（クラウドファンディング等）の検討。

「交通」 × 「農業」・「医療」 （北海道帯広市）
バスターミナルにおける地場農産品の販売や簡易健康相談の提供等によるにぎわいの創出

地域課題

実証事業の内容

今後の展開


